























































































する（〔ラシュトンほか〕 86 頁）。 
（アクションリサーチは）実践者がある社会状況のなかで、実践の合理性や正当性を
改善するために、またこれらの実践や実践がおこなわれる状況を理解するための自己省

































































































































































て」『星槎大学教職研究』 第 3 巻、pp.1-8  
松崎登・飯田宏道・吉田美穂・莇恵介・貴島耕平.（2015）.「経営学の科学的有用性：Ｒ
Ｒ問題の超克に向けた実践的取り組み」『経営情報学会 2015 秋季全国研究発表大会要
旨集』 
山内朋子．（2019）.「看護におけるアクションリサーチの研究動向」『看護研究』Vol.51, 
No.4, pp.316-321. 
矢守克也.（2010）.『アクションリサーチ：実践する人間科学』新曜社 
矢守克也．（2018）．『アクションリサーチ・イン・アクション: 共同当事者・時間・デー
タ』新曜社 
 
 
 
 
